









































































A Case Study on a Function of 
Design and Art Work at the Central 










Keywords ：Empty Space, Downtown, ArtWork
There is a lot of empty space in the center of a local city in 
recent years in Japan.
On the other hand, some people want to work in these area.
A variety of activities to improve the vitality of the city.
Design and artwork is good compatibility with the space of the 
city.
By performing the design and artwork in the empty space, to 




































































































































　平成 27 年 12 月１日に第一安達ビルを会場として長岡造
形大学のアートスペースプロジェクトおよび若者機構のオ
写真１（上下）　対象物件のリノベーション作業
写真２　リノベーションで完成した事務所空間
写真３　オープニングパーティーの様子図２　プリン長岡のロゴ（暫定）
86　地方都市中心市街地におけるデザイン・アートワークの役割
フィス兼イベント空間のオープニングイベントを開催し
た。若者会議にもうけられたワーキンググループから今後
の活動計画についてのプレゼンテーションが行われ、それ
に併せて本研究の今後の取組についてもプレゼンテーショ
ンを行った。当日の来場者は 200 名を超え、大手通まで人
があふれ出す状況となり、空間としての周知活動としては
十分な効果があったといえる。周辺の飲食店のオーナーな
ども参加し、今後の動向についての情報共有が行われた。
　その後は年末年始にかけて遠藤による公開制作なども実
施し、アートスペースとしての活動を徐々に来街者に発信
するべく取り組みを進めている。
　平成 26 年度より取組がはじめられた旧大和デパート（現
カーネーションプラザ）を主会場として実施されている「ヤ
ング・アート・ディスプレイ」が平成 27 年度末から名称
を「ヤング・アート・長岡」と変更しながらも実施される
ことになり、その会場としてプリン長岡も利用することに
なった。そこでは、各部屋の特長を生かした展示や、映画
上映などが行われたほか、仮設のカフェなども設けられ、
空間としての利用可能性の広がりを確認しただけでなく、
建物の上部にも来場者が足を踏み入れることで、まちなか
の低未利用空間の存在および可能性を実感してもらう機会
となった。
６．まとめと今後の展開
　平成 27 年度は本研究を進める拠点の選定、そしてそこ
での利用実験を行った。契約に至る一連のプロセスを通じ
て、長岡市中心市街地における低未利用空間の実態が、建
物構造や設備だけでなく所有者の動向も含めて包括的に把
握できたことは、これらの取組を広く展開していくことを
考える場合、重要な成果となっている。また空間の改修に
関しても、プロとアマチュアのできる領域と仕上がりの質
の差を定性的ではあるが把握することができたことで、今
後、他都市で取り組まれているような改修費用の回収を踏
まえた身の丈リノベーションによる空間の質向上に向けた
仕組みづくりへの重要な知見が得られたといえる。
　ただし、当初からも懸念していた通り、教員も学生も大
学の授業等本来業務と並行しながら持続的かつ刺激的な空
間利用を進めることは物理的に困難であること。目的が異
なる空間利用が重層的に進められることによる場所の認知
が曖昧になることなどは課題として残っている。平成 28
年度以降の取組においてこれらの課題をどう解消していく
かも含め、検討を進めていくことになる。 写真４（上中下）　ヤング・アート・長岡での展示
写真５　ヤング・アート・長岡　オープニング
